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４．土の保水性試験 
4.1 試料・試験の概要 
 保水性試験は表 1 に示す著者の杉井ら 2)の実験結果

を用いて、山砂のみ（単粒構造）、セメント固化剤

60kg/m3混合と 100kg/m3混合（団粒構造）の 3 種類

とした。保水性試験には、100ml 定容量モールドを用

いて吸引水頭法、加圧法、サイクロメータ―法の 3 種

類で計測されている 2)。 
4.2 団粒構造を有する土の水分保持曲線 
推定した結果と実験値を図 2 に示した。図より、今

回提案した団粒構造を有する土の水分保持特性曲線を

うまく表現することができることがわかる。また、

60kg/m3の供試体が最も階段状の傾向が顕著に現われ

ており、セメント混合量が増加すると間隙内に入り膨

張し、間隙を塞いでしまうことが推察される。 
５．間隙径分布の推定 
 3 つの水分保持曲線から、先の 3.1 に示した方法で

累積間隙径分布を求めた。また、等間隔ごとの累積間

隙体積率の差から間隙径体積率の分布を算出し、合わ

せて図 3(a)-(c)に示した。 
 図3(a)の単粒構造の場合には間隙径0.03mm程度に

ピークが一つだけあるのに対して図 3(b),(c)の団粒構

造の場合には 2 つの間隙径に分かれており、マクロポ

アは 0.24mm 程度、ミクロポアは 2-5μm 程度でピー

クが得られており、やはり、60kg/m3の供試体の方が

間隙径が集中していることがわかる。 
６．おわりに 
 団粒構造有する水分保持曲線モデル提案し、間隙径

分布を評価することができた。その結果、団粒化によ

る間隙径分布の違いが明らかとなった。なお、本研究

は科学研究費（基盤 B）及び中部大学特別研究費（A）
の補助を受けた。ここに記して謝意を表します。 
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利用，学位論文，pp.10-33，1999. 2) 杉井俊夫・方方・鶴留

修治：団粒化構造による透水性保水型土系舗装の評価, 平成 21
年度土木学会中部支部研究発表会講演集，pp.241-242，2010. 
3) van Genuchten, M. Th.: A Closed-form Equation for Predicting the 
Hydraulic Conductivity of Unsaturated Soils,Soil 
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図 2 単粒・団粒構造の水分保持曲線 
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図 3(a) 単粒構造（山砂のみ）の間隙径分布 

 
図 3(b) 団粒構造（60kg/m3）の間隙径分布 

 
図 3(b) 団粒構造（60kg/m3）の間隙径分布 

 

10-6 10-5 10-4 10-3 10-2 10-1 1000

20

40

60

80

100

0

10

20

累積間隙体積率 （実験値）
累積間隙体積率 （推定値）

間隙径　dm　(mm)

累
積
間

隙
体
積
率
　

V r
　

(%
)

間
隙
体

積
率
　

(%
)

間隙体積率

10-6 10-5 10-4 10-3 10-2 10-1 1000

20

40

60

80

100

0

10

20

累積間隙体積率 （実験値）
累積間隙体積率 （推定値）

間隙径　dm　(mm)

累
積

間
隙

体
積

率
　

V r
　

(%
)

間
隙

体
積

率
　

(%
)

間隙体積率　(%)

10-6 10-5 10-4 10-3 10-2 10-1 1000

20

40

60

80

100

0

10

20

間隙径　dm　(mm)

累
積

間
隙

体
積

率
　

V r
　

(%
)

間
隙

体
積

率
　

(%
)

間隙体積率　(%)

累積間隙体積率　（実験値）
累積間隙体積率　（推定値）

表 1 試料の諸量 

 山砂のみ セメント混合量

60kg/m3 
セメント混合

量 100kg/m3 
構造 単粒構造 団粒構造 団粒構造 

間隙率 n 0.495 0.470 0.468 
飽和透水係数

(cm/s) 1.08E-3 1.54E-3 3.73E-4 
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